
第２章 流域及び河川の自然環境 

２－１ 流域の自然環境 
小矢部川流域は富山県の最西部に位置し、流域の約 51％が山地となっている。その自然環
境の特性により上流域、中流域、下流域の 3区分に区分することができる。 
２－１－１ 上流部〔源流～刀利ダム〕 

上流の渓谷や長瀞
ながとろ

付近では豊かな自然

に恵まれている。刀利ダムより上流の高地

部はブナ・ナラ等の原生林で構成されてい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－１－２ 中流部〔刀利ダム～小矢部大堰〕 

中流には、医王山県立自然公園が位置し、

また、南砺市（旧福光
ふくみつ

町）市街地区間は低水

護岸が整備されており、河川空間利用として

公園緑地化され、市民のいこいの場となって

いる。 

 

２－１－３ 下流部〔小矢部大堰～河口〕 

上流域の区間は高水敷は狭いが、自然性の

高い植物が繁茂し、緑とゆるやかな流れは、

周囲に広がる田園地帯と調和した景観とな

っている。 
下流域の区間は二上山とそれに連なる

山々の山すそを蛇行して流れている。 
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 (c)MDA Federal Inc.
(国土地理院発行数値地図 50m メッシュ（標高）使用)

図 2-1 上空から見た小矢部川流域 
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２－２ 河川及びその周辺の自然環境 
２－２－１ 上流部（源流～刀利ダム） 

源流から刀利ダムまでの上流部は河床勾配約 1/100の急峻な地形で、ミズナラ－イタヤカ
エデ林、ブナ－ミズナラ林の落葉広葉樹林が大勢を占め、渓流にはウグイ、カジカ等の魚類

が多く生息している。また、小矢部川の上流には山間地特有の風光明媚な景観を有しており、 
 長瀞峡の峡谷では、変わった形の岩がそそり立ち、水墨画のような風景が見られる。長瀞峡

の上流にある不動
ふ ど う

滝
たき

では秋になると見事な紅葉を楽しむことが出来る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
あか

祖父山
そ ふ や ま

のブナ林 
 
 
 
 
 
 

長瀞峡上流の不動滝 
 
 
 
 
 
 
 刀利ダム上流の長瀞峡 
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２－２－２ 中流部（刀利ダム～小矢部大堰） 

  刀利ダムから小矢部大堰までの中流部に入ると平野部となり、河床勾配は 1/400～1/800
と刀利ダムより上流と比べると緩やかであり、全体的に平瀬の状況を示している。淵はあま

り見られず、高水敷は緑地化されているが、低水路には植生が繁茂していない。砂州も少な

く、蛇行も見られない。 
主な植生は、ネムノキ、ススキ、ヨモギ、クズ、カラムシ、イダトリ、ヒメジョオン、ハ

ムジョオンである。魚類では、アユ、ウグイ、フナ、オイカワ等でウグイが最も多い。哺乳

類は、あまり見かけられない。鳥類は河川の水辺や河原には、生息、採餌場として関わりの

深い、アオサギ、シラサギなどのサギ類やセキレイが観察され、冬期にはカモ類が飛来する。 
支川の山田川では、河道はゆるやかに蛇行しており、曲線部では、寄州がついていて、全

川に渡り瀬と淵が交互に表れて自然的な流れを呈している。また、寄州・中州には、ヨシ類、

オギ等が生えている。また、陸域にはマコモ、クズ、ヨモギ、ヒメジオンなどが生えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

な

草。水深のやや深いところにも生える。 秋の七草の一つで十五夜のお月見に供える風習がある。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
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アユ 
縄張りをもった個体は全長は約 18cm～30cm になるが、縄張り

をもたなかった個体はこれと同等か、やや小型である。 

背側は青みがかったオリーブ色、腹側は銀白色のスマートな

魚で、背鰭の後方に脂鰭がある。 

河川に遡上したアユは、中流から上流域の大石や岩盤のある

瀬に縄張りを形成して定着する。縄張りは平瀬や早瀬および

淵の一部に形成する。 
アオサギ 
全身が青みを帯びた灰色の大きなサギで、背や翼、尾

羽などがいくらか濃い。目の上から後頭部へ黒条があ

り、さらに後方へ伸びて冠羽になる。喉から頭の前面

に黒い縦斑が並ぶ。嘴と脚はオレンジがかった黄色

風切羽が黒いので飛ぶときに目立つ。 

大きい川や湖沼、水田、海岸の干潟、入江など砂泥の

多い水べりに生息する。 
マコモ 
川の流路や水際などの湿ったところに生える、大き
 

ススキ 
草原によく見られる草。夏から秋にかけて穂をのばす。



２－２－３ 下流部（小矢部大堰～河口） 

（１）【上流域】[23.2k～35.4k] 

五位庄
ごいしょう

頭首工
とうしゅこう

から小矢部大堰（23.2k～35.4k）までは小矢部市の農地・集落の間を流下し

ており、27k付近までは宅地が比較的多く見られるが、それより上流では水田・耕作地が広

がっている。渋江川合流点付近では、発達した砂礫地が見られ、早瀬、淵、水位変動によ

ってワンドが形成される等水域の環境が変化に富んでいる。 

植物では河原草原に特定種のマンセンカラマツが生育する。マンセンカラマツは高茎草

本が少ない河岸段丘面に生育する。砂礫地では河川による攪乱の影響を強く受けるため、

ヨモギやメドハギ、ツルヨシなどが生育する環境であっても、出水によって礫河原に戻る

など、変化が大きい環境である。出水直後では、1年生草本がまばらに生育する。 

鳥類では、河川を採餌場とするカワセミが生息するほか、水辺の浅瀬ではアオサギやタ

シギ、ハクセキレイなどが底生生物などを捕食する。河原にはコチドリ、イソシギ、セグ

ロセキレイなどが、昆虫類やユスリカ類などの底生動物を補食する。 

魚類では、早瀬にオイカワなどが見られる。また、五位庄頭首工を遡上できないため、

アユやサケ、ヨシノボリ類、カジカ中卵型は河川の産卵環境が失われたり、産卵場への移

動が困難となるなどの影響を受けている。 

昆虫類では、河原の昆虫類としては、バッタ類、チョウ類が生息する。瀬にはヒゲナガ

カワトビケラ、ヒラタドロムシなどの早瀬に生息する種が見られる。ワンド水際の抽水植

物帯には、トンボ類幼虫やゲンゴロウ類、水生カメムシ類などの水生昆虫が多数生息して

いる。水域の環境が変化に富んでいるため、多くの特定種が確認されている。これらの種

は生息数の減少が危惧されている種が多いが、小矢部川においては普通に見られる種であ

る。 

両生類・哺乳類では、水辺の湿地的な環境では、アマガエル、トノサマガエルなどのカ

エル類、クサカメやイタチなどが生息する。 

 

 

 

 

 

新津沢大橋 

津沢大橋

34k 

35k 小矢部大堰

33k 津津沢沢水水位位流流量量

観観測測所所

大臣管理区間

31k 

小矢部中橋 

経田橋 

32k  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 9



 
 
 

田
川
谷
内
川 

26k 

24k 

茅蜩橋 

25k 

子撫川 

石石動動水水位位流流量量

観観測測所所

大臣管理区間 

1k 

0k 

渋
江
川 

砂川 

28k 

島分橋 

27k 

29k  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マ
茎

は

が

区

育

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ
全

か

白

黄

海

草

を

 

 

 

 

 

ンセンカラマツ 
は高さ 50～120cm で上部はよく分枝する。葉

3～4 回 3 出複葉でカラマツソウに類似する

、そう果が倒卵形で先が切形であることから

別できる。生息地が極めて限定され、また生

個体数も極めて少ない。 
10
カワヤナギ 
小高木ないし低木で、本年生の枝は灰白色で細

軟毛が密生するが、しだいに汚灰色になり脱落

する。河川の中流から下流域にかけての泥湿地

に比較的かたまって生育する。氾濫時の流路跡

の、開けた裸地などに多い。 
ソシギ 
長約 20cm。上面が灰黒褐色で眉斑は白色。顔

ら胸にかけ褐色の縦斑がある。下面は白色で、

色部が翼のつけ根までくいこんでいる。足は

褐色。河川や湖沼（山地帯の有峰湖や桂湖）、

浜などに生息するが、生育個体数は限られる。

地より礫や砂泥のある河原の発達した中流域

好み繁殖している。 
カワセミ 
全長約 17cm。体に比べ頭や嘴が大きい。上面は

金属光沢のある緑色で背から尾まではコバルト

色。胸から上腹は橙色。雄の嘴は下嘴の基部が

赤い。繁殖期には山間地にも飛来し、土質の崖

に嘴で穴を掘り営巣する。 
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チドリ 
長約 16cm。頭部は白と黒の模様、背面は茶褐

。下面は白色。アイリングと足は黄色。河川

内の中州や堤防上、整地された工事現場や宅

造成地などで繁殖する。草地ではなく砂礫地

好む。 
域に生息していることが多い。 

11
ドジョウ 
細長い体形で、全長約 15cm に達する。体色は腹

面を除き褐色で、不定形の斑紋がある。上唇に 3

対、下唇に 2 対、計 5 対の口ひげがある。浅い

水路や水田の底質が泥の場所に生息する。雑食

性で、6月頃用排水路から水田に入り産卵する。

孵化した仔魚は水田の中で育つ。 
。
 

ダカ 
長 4cm に満たない小形の魚。側面から見ると、眼

上方にあり、口は尖って上を向いている。雌雄の

別は、尻びれの形状がオスでは大きく平行四辺形

のに対し、メスでは小さく更に後方は狭くなって

る。溜池などの止水域や、流れの弱い用排水路や

流が基本的な生息域である。稲作の行われている
マシジミ 
殻長 35mm の二枚貝。殻はほぼ三角形で厚い。殻皮

は黄色がかった黒色で、等間隔の輪肋がある。幼貝

は黄色が強い。内面は濃い紫色。卵胎生。河川の中

流域や用水の礫や砂底に生息。泥底はあまり好まな

い。殻の縁が見えるぐらいに浅く底質に潜ってい

る。あまり移動しない。雌雄同体で体内受精をする
メガムシ 
長 9～11mm。全体に黒くて艶がある。池や沼、小

な水溜まりなどに見られる。 



 

（２）【中流域】[8.6k～23.2k] 

守山
もりやま

橋
ばし

付近から五位庄頭首工（8.6k～23.2k）までは、高岡市街地の北西側を流下している。

両岸には多くの水田、耕作地が広がり、宅地が点在するが、18.0k付近から 20.0k付近は右

岸側に宅地が広がる。祖父川の合流点付近では、中州や小規模なワンド、細流が見られる。 

植物では、小矢部川は緩流河川であるため、本川においても水草が多く見られることが特

徴である。河岸付近などでナガエミクリやヤナギモなどの群落が見られる。ワンドでは抽水

植物が生育しており、特定種ではミクリが見られるほか、湿地性の植物が生育する。流れが

ほとんどないため、ワンド中央部にもマコモが生育する。堤防法面の草刈りが年 2回行われ

ているため、（平成 17 年度までは年 3 回）、草刈によって植物の生育がコントロールされて

いる。また、ジャコウアゲハの食草であるウマノスズクサが堤防上に生育する。ジャコウア

ゲハはガードレールや樋門などの人工構造物やオギなどで蛹となる。 

鳥類では、ヤナギ高木林にヒヨドリ、キジバト、ツグミなどが生息し、昆虫類や果実を採

餌する。規模の大きなオギ原では採餌・繁殖のためにオオヨシキリが、ホオジロなどが身を

隠すため、ツバメやスズメの集団がねぐらとして利用する。また、生息する小動物を採餌す

るため、チュウヒが飛来する。瀬では、豊富な魚類を採餌するダイサギ、アオサギ、コサギ

などが見られる。砂礫地では、ユスリカなどの底生動物類を捕食するため、コチドリ、イソ

シギ、セグロセキレイなどが利用する。 

魚類では、ワンドでは流れが遅いため、ギンブナやニゴイ、コイなどの流れが緩やかな環

境を好む種が生息している。瀬では、秋には遡上したサケが産卵を行う。支川・細流ではナ

ガエミクリ、ササバモ、クロモなど沈水植物が一面に繁茂しているため、隠れる箇所が多く、

オイカワ、アブラハヤなどの小型の魚類が生育するのに適した環境である。 

爬虫類・哺乳類では、河辺林はノウサギやネズミ類の良好な生息場であり、タヌキなど

が魚介類を補食しているほか、イタチが魚介類やネズミ類を捕食する。オギ原ではカナヘ

ビ、シマヘビなどの爬虫類や、アカネズミやハタネズミなどの小動物が植物の種子や昆虫

類を捕食する。 

昆虫類では、河辺林に樹液を求め、様々な陸上昆虫が集まる。また、樹木が水面にオー

バーハングしている場合には、昆虫類は水面に落下して魚類の餌となる。オギ原にはチョ

ウ類ではキアゲハやイチモンジセセリなどが、バッタ類ではエゾイナゴなどが見られ、砂

礫地では河川による攪乱の影響を強く受けるため、木本類等は成立せず、1年生草本がまば

らに生育し、バッタ類、チョウ類が生息する。支川・細流ではハグロトンボなど流水性の

トンボ類が生息する。ホソセスジゲンゴロウやアジアイトトンボ、ギンヤンマなどの止水

性の種が見られる。瀬では流速が早く、川底が石礫である環境では、ヒゲナガカワトビケ

ラやウルマーシマトビケラなど網を張って流下する落ち葉や藻、昆虫などを捕食するもの

や、石の付着藻類を採餌するエルモンヒラタカゲロウなどが見られる。また、カワヨシノ

ボリやトウヨシノボリが平瀬で確認される。 
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茎は細いつる性で長さ 3m にもなる。全草が灰白

色で、新芽が暗紫色を帯びる。花はラッパ状で

長さ 3～4cm、上向きに咲き基部が球状に膨らむ

河川の堤防・山麓・墓地などの明るい草地に生

息する多年草で、花は 6～8月に咲く。 
ササバモ 

中に茎を長く伸ばし 60cm に達し、よく分枝す

。下部の節からひげ根を出し各節に 2～8個の

さ 1.0～1.5cm、幅 1～3mm の葉を輪生する。河

や池に生息する沈水植物。花期は 8～10 月で、

に越冬芽をつくり、水底で冬を越す。雌雄異

と雌雄同株の系統があり、多年草である。 
沼や河川、水路などに生育する抽水性の多年

。ナガエミクリのように流水中に生育するこ

は少なく、河川や水路に生育する場合には、

水域や流れの緩やかな岸辺付近に限られる。
横に這った地下茎から水中茎を出し、流れのあ

るところでは 2～3m にもなる。葉は披針形で長

さ 10cm 内外、幅 2cm 内外で、長さ数 cm の葉柄

がある。葉縁はやや波打つ。花茎は 5～10cm で

先端に長さ約 5cm の穂状花序をつける。池沼、

溜池、水路に生息する多年生の沈水植物。花期

は 7～9月である。 
ナマズ 

、

m

頭部は扁平で、下あごが上あごより前に突き出

る。上あごと下あごに 1対ずつの口ひげがあり

上あごの口ひげが長く目立つ。体色は暗褐色で

黄緑色の不規則な斑紋がある。成魚で全長 60c

に達する。夜行性で、河川の中流域から下流域

に生息し、他の魚等を食べて生活する。5月頃、

河川の本流から支流をたどって水田に侵入し産

卵する。河川では浅瀬に生える水草等に産卵す

る。 
彩の個体数が大きく、頭部は黒または黒褐色

縦斑があり、胸は灰白色で褐色の縦斑がある

合と、ほとんど無い場合がある。また、腰が

いものが多い。雨覆は黒または黒褐色。雌雄

形態差はあまりない。滑翔時に翼を滑翔 V 字

保つ。ヨシ原などの地上に営巣し、ヨシ原、

地、農耕地を滑翔して、小鳥、小動物を採餌

る。 



（３）【下流域（河口部）】[河口～8.6k] 

河口から守山橋付近（河口～8.6k）までは、高岡市の平野部を大きく蛇行しながら流れ、
河口付近は伏木富山港（伏木地区）となり、アルミ・製紙工業地帯である。淵は存在する

が瀬はみられない。 
植物では、堤外の耕作地では、作物の他、トダシバやチガヤなど、背の低い草が生育し

ている。耕作地の近傍ではオオブタクサなどの外来種が群落を形成している箇所もある。

河口湿地やヨシ原ではヨシなどの背の高い抽水植物群落が生物生息空間の基盤となってい

る。二上橋左岸上流にある池は、川が大きく蛇行する変曲点に位置し、安定した高水敷に

オギ群落が広がり、その中に池が存在している。 
鳥類では、耕作地では昆虫類や植物の種子などを地上で捕食するスズメやムクドリなど

の草地生の鳥類が多く利用している。河口湿地やヨシ原では、オオバンが遊泳、潜水して

水草や水生昆虫を採餌し、ヨシ原の中に草を積み上げて営巣する。水辺では浅瀬で魚類や

水生昆虫を採餌するササゴイや、雑食性のユリカモメなどが採餌のために利用する。感潮

区間のヨシの茂る水際部は、魚類の産卵場となっているほか、オオバンやカモ類などの水

鳥が水草の葉や茎、水生昆虫など採餌をする。また、多様な魚類が生息する水面では、ミ

サゴが採餌を行う。河川の水衝部に形成される淵及び崖ではカワセミが生息する。 
魚類では、淡水域と海水域が混ざり合う河口部は、回遊性の魚類に加え、汽水・海水性

の魚類や底生動物がみられる。二上橋上流の池は止水性の水域であり、モツゴやタイリク

バラタナゴ、メダカなどの小型魚類が中心に見られる。また、外来種のブルーギルやブラ

ックバスも多く見られる。 
緩流水面では回遊性のヌマチチブ、ウグイなどが、また淡水魚のギンブナやオイカワなど

が生息する。 
両生類・爬虫類・哺乳類では、耕作地でカエル類、シマヘビなどが豊富な昆虫類等を捕

食し、ネズミ類やタヌキ、ノウサギなども見られる。池では特定種のスッポンが見られる

他、クサカメやミシシッピアカミミガメが見られる。 
昆虫では、注目種であるマダラヤンマ・アオヤンマはともにヨシなどの背の高い抽水植

物帯に生息する。水際の植物帯には、カゲロウ類やコミズムシなどのカメムシ類、モクズ

ガニなどの甲殻類が生息する。池ではアジアイトトンボやギンヤンマなど、止水性の種を

中心にトンボ類が多く見られる。 
 

二上大橋 

守山橋 8k 

7k 

二上橋 
6k 

7k 
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城光寺橋 
伏木港大橋 

2k 

3k 

4k 

ゼオン橋 

米島大橋 

5k 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内川 

伏木富山港 

0k 

1k  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ 
トビと同程度の大きさだが、尾の形や下面の白

さで容易に区別がつく。オス、メスとも頭部を

除き、上面は褐色で、下面は白っぽい。体色に

性差はほとんど見られないが、成鳥のメスの胸

部には、オスや幼鳥のものよりも太くて目立つ

褐色の帯がある。北海道から九州、およびその

周辺の小島に生息。秋には南へ渡る個体もいる。

ヨシ 
主に中・下流から河口域にかけての不安定帯の水際

付近に生育する抽水性大型多年草。 

水生植物の中では非常に競争力が強く、生育地の水

深や土壌条件により、他の水生植物と共存して種々

の植物群落を形成する。 
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アズマモグラ 
本州中部から東にすむモグラ。地中にトンネルを掘

って、その中で生活してる。河原には、穴から土を

押し出してできた「モグラ塚」がたくさんみられる。

ヨシガモ 
全長約 48cm。雄は後頭に緑色光沢のナポレオン帽

の様な房状の冠羽がある。雌は斑のある暗褐色。河

川や湖沼、湾内などに生息する。群生活で見られる

が、番か小群でいることが多い。夜間に水田や湿地

で、草の種子、茎、根や落ち穂などを採餌する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スッポン 
甲長最大長約 45cm（富山市旧婦中町平等産）。甲羅

が扁平で角質の鱗板を欠き、やわらかな灰褐色の皮

膚に覆われている。細長い管状の吻を持つ。河川の

中流域や池沼、溜池に生息する。食性は小魚やエビ

などの甲殻類などである。 

クサガメ 
甲長約 20cm～25cm、稀に 30cm 程度になる。背甲に

は 3本の隆起したうねりがあり、背甲の周縁はほぼ

滑らかである。平地の河川、池沼、水田、湿地など

に生息し、陽当たりのよい浅い止水域や緩流域を好

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カワコザラガイ 
殻幅約 5mm の巻貝。殻は低い笠形、楕円形で薄い。

小川や池、沼など止水や半止水のスイレン、ヒシな

どの水生植物の葉の裏から見つかることが多い。ほ

かに石や枯葉にも付着している。 

ウグイ 
全長約 30～50cm。鱗は比較的小さい。臀鰭の起点

は、背鰭後端より後方に位置する。河川では、上流

から河口域までの広い範囲に生息している。主とし

て淵などにすみ、単独または群れて動き回るものが

多い。瀬でも大きい石のごろごろしている場所では

その下に生息する。 
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２－２－４ 小矢部川における特定種 

小矢部川における特定種を河川水辺の国勢調査結果等をもとに、レッドデータブック・

レッドリスト（環境省）記載種、天然記念物指定種等の学術上または希少性の観点から抽

出した。また、生態系の特徴を表す種についても抽出した。 
 

表 2-1 小矢部川で確認された特定種等一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

環境庁
RDB

富山県
RDB

1 ヤツメウナギ スナヤツメ 希少性 危惧II 希少

2 ヤツメウナギ カワヤツメ 希少性 不足

3 ウナギ ウナギ 希少性 不足

4 コイ ヤリタナゴ 希少性 危急 池・ワンド

5 コイ アカヒレタビラ 希少性 危急 池・ワンド

6 コイ マルタ 希少性 不足

7 ドジョウ ドジョウ 希少性 希少

8 ドジョウ アジメドジョウ 希少性 不足 河川の中・上流部の礫底

9 ドジョウ ホトケドジョウ 希少性 危惧IB 絶滅 水草の生える細流、1935年以来未確認

10 ナマズ ナマズ 希少性 危惧

11 アカザ アカザ 希少性 危惧II 危急 中～上流域砂礫底

12 メダカ メダカ 希少性 危惧II 危急 池・ワンド

13 トゲウオ イトヨ日本海型 希少性 危急 ワンド

14 トゲウオ トミヨ 希少性 危急 湧水帯

15 カジカ カマキリ 希少性 危急

16 カジカ カジカ中卵型 希少性 希少

17 ハゼ ジュズカケハゼ 希少性 危惧 池・ワンド

18 ハゼ ゴクラクハゼ 希少性 不足

19 ハゼ カワヨシノボリ 希少性 不足

20 モノアラガイ モノアラガイ 希少性 準絶滅 危急 池・ワンド

21 シジミガイ マシジミ 希少性 危急 淡水

22 ハゼ マハゼ 生態系 海水～汽水性

23 イワガニ モクズガニ 生態系 水域

24 ハゼ トウヨシノボリ 生態系 水域・底生魚

25 アユ アユ 生態系 水域、中流域の砂礫底で産卵

1 コオイムシ オオコオイムシ 希少性 希少 止水域

2 カワコザラガイ カワコザラガイ 希少性 不足 小川や止水域、抽水植物帯

3 シジミ マシジミ 希少性 危急 中流域の礫や砂底

4 モノアラガイ モノアラガイ 希少性 準絶滅 危急 緩流河川や用水

5 シマトビケラ ウルマーシマトビケラ 生態系 瀬の礫底の典型種

6 イワガニ モクズガニ 生態系 回遊性

7 キタヨコエビ ホクリクヨコエビ 生態系 ワンド・ヨシ原の典型種

1 ウマノスズクサ ウマノスズクサ 希少性 希少

2 トチカガミ クロモ 希少性 希少

3 ヒルムシロ イトモ 希少性 危惧II 不足

4 ヒルムシロ ササバモ 希少性 希少

5 サトイモ ショウブ 希少性 希少

6 ミクリ ミクリ 希少性 準絶滅

7 ミクリ ナガエミクリ 希少性 準絶滅

8 タデ ノダイオウ 希少性 危惧II

9 キク フジバカマ 希少性 危惧II

10 キンポウゲ マンセンカラマツ 希少性 危急

11 オモダカ サジオモダカ 希少性 危惧

12 ミズアオイ ミズアオイ 希少性 危急

13 イネ ヨシ 生態系 湿地の典型種

14 グミ アキグミ、アキグミ群落 生態系 礫河原の典型種・植生

15 ヤナギ ヤナギ林（カワヤナギ） 生態系 河畔林（水際）の典型種・植生

16 クルミ オニグルミ林 生態系 河畔林（後背地）の典型種・植生

備考生物

種の選定根拠

No.

底生動物

希少性主たる
選定理由

種名科名

魚介類

植物
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表 2-2 小矢部川で確認された特定種等一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 陸上昆虫類

 
 
 
 
 

環境庁
RDB

富山県
RDB

1 サギ ササゴイ 希少性 希少 水域の上位種(魚食性）

2 サギ チュウサギ 希少性 準絶滅 希少 水域の上位種(魚食性）

3 カモ ヨシガモ 希少性 希少

4 カモ ホオジロガモ 希少性 希少

5 カモ ミコアイサ 希少性 希少

6 タカ ミサゴ 希少性 準絶滅 希少 水域の上位種

7 タカ オオタカ 希少性 準絶滅 危急
小矢部川ではカイツブリを捕獲するなど、河
川を採餌場として利用している。

8 タカ チュウヒ 希少性 危惧ⅠB 危急 湿原生態系の上位種

9 ハヤブサ ハヤブサ 希少性 危惧II 危急 水域の上位種

10 クイナ オオバン 希少性 希少 高茎湿地

11 チドリ コチドリ 希少性 希少 干潟、礫河原

12 シギ イソシギ 希少性 希少 干潟、礫河原

13 カワセミ カワセミ 希少性 希少 水域の上位種(魚食性）

14 カモ カモ類 生態系 水面の典型種

18 - カモ類の集団休息地 生態系 水面を集団休息地とする

15 ウグイス オオヨシキリ 生態系 ヨシ原の典型種

16 - オオヨシキリの集団繁殖地 生態系 河川敷が集団繁殖地となる

1 イシガメ イシガメ 希少性 不足 希少 爬虫類：ワンド・池

2 イモリ イモリ 希少性 不足 両生類：水辺

3 スッポン スッポン 希少性 不足 不足 爬虫類：湖沼・ため池

4 イシガメ クサカメ 生態系 爬虫類：ワンド・池

5 モグラ アズマモグラ 生態系 哺乳類：耕作地・草地

6 ネズミ アカネズミ 生態系 哺乳類：耕作地・草地

7 イタチ イタチ 生態系 哺乳類：耕作地・草地の上位種

1 ヤンマ マダラヤンマ 希少性 危急

2 サシガメ ヨコヅナサシガメ 希少性 希少

3 ハナカメムシ ズイムシハナカメムシ 希少性 危惧I類

4 ツチカメムシ ヨコヅナツチカメムシ 希少性 希少

5 ミズスマシ コオナガミズスマシ 希少性 希少 平地から山間地の清流

6 ガムシ コガムシ 希少性 希少 池、水たまり

7 ガムシ ヒメガムシ 希少性 希少 池、水たまり

8 クワガタムシ ヒラタクワガタ 希少性 危急 河畔林

9 ホタル ゲンジボタル 希少性 希少 流入水路

10 トンボ イトトンボ類（トンボ類でも可） 生態系 池・ワンド

11 バッタ カワラバッタ 生態系 礫河原

12 バッタ バッタ類 生態系 草地

13 アゲハチョウ ジャコウアゲハ 生態系 ウマノスズクサが生える草地

鳥類

等

希少性主たる
選定理由

種名科名

両生類
爬虫類
哺乳類

備考生物

種の選定根拠

No.

 
 
 
 
 

 19



２－３ 特徴的な河川景観や文化財等 
２－３－１ 特徴的な河川景観 

 小矢部川の上流域には長瀞峡の渓谷や不動滝などの景勝地、下流域には万葉集にも詠まれて

いる美しい山で、国定公園にも指定されている二上山、支川の子撫川には緑が豊かな宮島峡な

ど、さまざまな景勝地が存在している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

長瀞峡 
上流域に存在する峡谷。変わった形の岩がそそり立

ち、水墨画のような風景が見られる。 

 
 
 
刀利ダム 
高さ 101m、幅 229.5m の、重力式コンクリートダム

とアーチダムを組み合わせた形状のダム。農業用水

の補給と下流の洪水調節、発電を目的とした多目的

ダムで、大きな人工の湖を有している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 つくばね森林公園 

ブナの原生林に包まれた公園。近隣には夫婦滝や牧

場等があり、自然を楽しむことができる。 

不動滝 
長瀞峡上流にある滝。秋になると周辺では見事な紅

葉を楽しむことができる。 
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甌穴(おうけつ) 
宮島峡・一の滝に見られる。通称ガメ穴。柔らかい

岩の窪みに入った石が、川の流れによってその場で

回り岩を削ることにより作られる。 

 
宮島峡 
支流子撫川に位置する。二段の階段状で、川幅一杯

に落下する様子から「小ナイアガラ」と呼ばれてい

る一の滝、勇ましく流れ落ちる二の滝、竜宮渕のよ

どみから流れ落ちる三の滝と、変化に富んだ滝が見

どころである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 縄ヶ池 

日本最南端のミズバショウ群生地。5月上旬から 6
月上旬にかけて白い花を咲かせる。 

桜ヶ池 
かんがい用に作られた人造池。釣りやボート、サイ

クリングを楽しむことができる。2000年 5月には
間近に東海北陸自動車道のハイウェイオアシスが

完成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤祖父湖 
農業用の溜め池として造成された人工湖。ヘラブナ

釣りで有名で、湖畔には温泉施設もある。 
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２－３－２ 文化 

（１）記念物（史跡・名勝及び天然記念物） 

   小矢部川流域には、国指定の史跡 1物件、県指定の史跡８物件、天然記念物 9物件があ
る。 

 
表 2-3 小矢部川流域の記念物（史跡・名勝及び天然記念物） 

■流域内の国指定記念物 

番号 種類 名称 所在の場所 指定年月日

1 国指定 記念物 史跡 高瀬遺跡 南砺市 S47.3.22

種別

 
 
■流域内の県指定記念物 

番号 種類 名称 所在の場所 指定年月日

1 県指定 記念物 史跡 高岡城跡 高岡市 S40.1.1

2 県指定 記念物 史跡 前田利長墓所 高岡市 S40.1.1

3 県指定 記念物 史跡 瑞竜寺の石廟 高岡市 S45.3.2

4 県指定 記念物 史跡 城ガ平横穴古墳 高岡市 S40.1.1

5 県指定 記念物 史跡 木舟城跡 高岡市 S40.10.1

6 県指定 記念物 史跡 宮永十左ヱ門の墓 小矢部市 S40.10.1

7 県指定 記念物 史跡 若宮古墳 小矢部市 H5.4.9

8 県指定 記念物 史跡 高瀬遺跡（穴田地区） 南砺市 S47.2.26

9 県指定 記念物 天然記念物 赤丸浅井神社の大けやき 高岡市 S40.10.1

10 県指定 記念物 天然記念物 臼谷の大杉 小矢部市 S40.1.1

11 県指定 記念物 天然記念物 宮島峡一の滝とおうけつ群 小矢部市 S40.1.1

12 県指定 記念物 天然記念物
興法寺のハッチョウトンボと

その発生地附興法寺のトンボ類の群生地
小矢部市 S46.11.18

13 県指定 記念物 天然記念物 鉢状のなしのき 南砺市 S40.1.1

14 県指定 記念物 天然記念物 縄が池みずばしょう群生地 南砺市 S40.1.1

15 県指定 記念物 天然記念物 蝋山越の彼岸桜自生地 南砺市 S40.1.1

16 県指定 記念物 天然記念物 赤祖父石灰華生成地 南砺市 S40.1.1

17 県指定 記念物 天然記念物 赤祖父の天然福寿草自生地 南砺市 S40.1.1

種別

 
 

（２）文化財 

   小矢部川流域には、国指定の有形文化財 23物件、登録有形文化財 29物件、有形民俗文
化財 1物件、無形民俗文化財 2物件、県指定の有形文化財 40物件、有形民俗文化財 1物
件、無形民俗文化財 3物件がある。 

 
表 2-4 小矢部川流域の文化財 

■流域内の国指定及び登録文化財 

番号 種類 名称 所在の場所 指定年月日

1 国宝 有形文化財 建造物 瑞龍寺 高岡市
M42.4.5
S57.6.10

2 国指定 有形文化財 建造物 瑞龍寺（総門等） 高岡市
M42.4.5
S57.6.10

3 国指定 有形文化財 建造物 勝興寺（本堂ほか11棟）（附棟札1枚） 高岡市
S63.1.13
H7.12.20

4 国指定 有形文化財 建造物 菅野家住宅 高岡市 H6.12.27

5 国指定 有形文化財 建造物 佐伯家住宅 高岡市 S46.3.11

種別
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番号 種類 名称 所在の場所 指定年月日

6 国指定 有形文化財 建造物 旧富山県立農学校本館（福野高校厳浄閣） 南砺市 H9.5.29

7 国指定 有形文化財 絵画 紙本金地著色洛中洛外図六曲屏風 高岡市 H6.6.28

8 国指定 有形文化財 絵画
紙本著色

（一塔両尊像　日蓮像　鬼子母神十羅刹女像）
絹本著色三十番神像

高岡市 H9.6.30

9 国指定 有形文化財 彫刻 木造千手観音坐像 高岡市 S12.5.25

10 国指定 有形文化財 彫刻 木造男神坐像 高岡市 S43.4.25

11 国指定 有形文化財 彫刻 木造阿弥陀如来立像 砺波市 T13.8.16

12 国指定 有形文化財 彫刻 木造聖観音立像 南砺市 T15.4.19

13 国指定 有形文化財 工芸品 銅錫杖頭（双竜飾） 高岡市 S38.7.1

14 国指定 有形文化財 工芸品 太刀　銘　順慶 高岡市 S10.4.30

15 国指定 有形文化財 工芸品 太刀　銘　国資 高岡市 S14.5.27

16 国指定 有形文化財 工芸品 太刀　銘　備中以下切 高岡市 S27.3.29

17 国指定 有形文化財 工芸品 脇差　銘　備州長船元重 高岡市 S29.3.20

18 国指定 有形文化財 工芸品 薙刀　銘　来国俊 高岡市 S30.2.2

19 国指定 有形文化財 工芸品 太刀　銘　守利 高岡市 S35.6.9

20 国指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

紙本墨書後陽成院宸翰御消息 高岡市 M38.4.4

21 国指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

紙本墨書綽如上人歓進状 南砺市 M38.4.4

22 国指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

紙本墨書後花園天皇宸翰御消息 南砺市 S13.7.4

23 国指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

弧峯覚明墨蹟（与保樹大姉法語） 南砺市 S27.7.19

24 国登録 有形文化財 建造物 牧田組本社（旧南島商工本店） 射水市 H14.2.14

25 国登録 有形文化財 建造物 高岡商工会議所伏木支所（旧伏木銀行） 高岡市 H8.12.20

26 国登録 有形文化財 建造物 谷村家住宅主屋 高岡市 H9.12.12

27 国登録 有形文化財 建造物 能松家住宅主屋 高岡市 H9.12.12

28 国登録 有形文化財 建造物 有藤家住宅 高岡市 H10.9.2

29 国登録 有形文化財 建造物 福岡町歴史民俗資料館（旧福岡町役場） 高岡市 H9.11.5

30 国登録 有形文化財 建造物 清水町配水塔資料館旧配水塔 高岡市 H8.12.20

31 国登録 有形文化財 建造物 清水町配水塔資料館水源地水槽 高岡市 H9.5.7

32 国登録 有形文化財 建造物 清水町配水塔資料館旧第三源井上屋 高岡市 H9.5.7

33 国登録 有形文化財 建造物 澤田家住宅主屋 高岡市 H9.6.12

34 国登録 有形文化財 建造物 棚田家住宅主屋 高岡市 H9.6.12

35 国登録 有形文化財 建造物 棚田家住宅味噌蔵 高岡市 H9.6.12

36 国登録 有形文化財 建造物 棚田家住宅道具蔵 高岡市 H9.6.12

37 国登録 有形文化財 建造物 棚田家住宅衣装蔵 高岡市 H9.6.12

38 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅主屋 高岡市 H9.12.12

39 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅茶室 高岡市 H10.4.21

40 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅１番の蔵 高岡市 H10.4.21

41 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅２番の蔵 高岡市 H10.4.21

42 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅調度蔵 高岡市 H10.4.21

43 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅味噌蔵 高岡市 H10.4.21

44 国登録 有形文化財 建造物 佐野家住宅防火壁 高岡市 H10.4.21

45 国登録 有形文化財 建造物 井波屋仏壇店 高岡市 H10.9.2

46 国登録 有形文化財 建造物 清都酒造場主屋 高岡市 H12.12.4

47 国登録 有形文化財 建造物 旧南部鋳造所キュポラ 高岡市 H13.10.12

48 国登録 有形文化財 建造物 旧南部鋳造所煙突 高岡市 H13.10.12

49 国登録 有形文化財 建造物 旧宮島村役場 小矢部市 H13.10.12

50 国登録 有形文化財 建造物 井波町物産展示館（旧井波駅舎） 南砺市 H8.12.20

51 国登録 有形文化財 建造物 城端織物組合事務棟 南砺市 H12.12.4

52 国登録 有形文化財 建造物 冨田家住宅 南砺市 H16.6.18

53 国指定 有形民俗 有形民俗 高岡御車山 高岡市 S35.6.9

54 国指定 無形民俗 無形民俗 高岡御車山祭の御車山行事 高岡市 S54.2.3

55 国指定 無形民俗 無形民俗 城端神明宮祭の曳山行事 南砺市 H14.2.12

種別
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■流域内の県指定文化財 

番号 種類 名称 所在の場所 指定年月日

1 県指定 有形文化財 建造物 筏井家住宅 高岡市 H10.2.25

2 県指定 有形文化財 建造物 万福寺山門 砺波市 S40.1.1

3 県指定 有形文化財 建造物 入道家住宅 砺波市 H10.2.25

4 県指定 有形文化財 建造物 浅地神明社本殿 小矢部市 S40.1.1

5 県指定 有形文化財 建造物 城端別院善徳寺 南砺市 H5.4.9

6 県指定 有形文化財 建造物 瑞泉寺山門 南砺市 S40.1.1

7 県指定 有形文化財 建造物 安居寺観音堂 南砺市 S46.11.18

8 県指定 有形文化財 絵画 絹本著色日蓮宗本尊曼茶羅図 高岡市 S40.1.1

9 県指定 有形文化財 絵画 絹本著色薬師如来立像 砺波市 S55.1.22

10 県指定 有形文化財 絵画 安居寺の絵馬 南砺市 S40.1.1

11 県指定 有形文化財 絵画 北野社頭阿国歌舞伎図 南砺市 S47.12.2

12 県指定 有形文化財 彫刻 木造観世音菩薩立像 高岡市 S40.1.1

13 県指定 有形文化財 彫刻 木造鳥蒭沙摩明王立像 高岡市 S44.10.2

14 県指定 有形文化財 彫刻 木造狛犬（見多気神社） 高岡市 S45.3.2

15 県指定 有形文化財 彫刻 木造阿弥陀如来立像 小矢部市 S40.1.1

16 県指定 有形文化財 彫刻 木造男神坐像 小矢部市 S43.3.19

17 県指定 有形文化財 彫刻 銅造阿弥陀如来坐像 小矢部市 S44.10.2

18 県指定 有形文化財 彫刻 木造僧形八幡神坐像 小矢部市 S44.10.2

19 県指定 有形文化財 彫刻 木造阿弥陀如来立像 小矢部市 S44.10.2

20 県指定 有形文化財 彫刻 木造僧形神坐像 小矢部市 S45.3.2

21 県指定 有形文化財 彫刻 木造阿弥陀如来立像 南砺市 S40.1.1

22 県指定 有形文化財 彫刻 石造地蔵菩薩半跏像 南砺市 S40.1.1

23 県指定 有形文化財 彫刻 木造聖観世音菩薩立像 南砺市 S40.1.1

24 県指定 有形文化財 彫刻 木造見返阿弥陀如来立像 南砺市 S49.7.1

25 県指定 有形文化財 工芸品 短刀　銘　則重 高岡市 S39.7.14

26 県指定 有形文化財 工芸品 高岡御車山 高岡市 S42.3.25

27 県指定 有形文化財 工芸品 刀　無銘　伝則重 高岡市 S42.3.25

28 県指定 有形文化財 工芸品 刀　銘　国次（宇多） 高岡市 S42.3.25

29 県指定 有形文化財 工芸品 刀　金像嵌　銘　義弘　忠恒（花押） 高岡市 S50.1.20

30 県指定 有形文化財 工芸品 刀　銘　友次 高岡市 S57.1.18

31 県指定 有形文化財 工芸品 刀銘　　宇多国宗　天文六年二月　日 小矢部市 S42.3.25

32 県指定 有形文化財 工芸品 彩漆鯰模様手付盃盆 南砺市 S40.1.1

33 県指定 有形文化財 工芸品 安居寺の慶長四年在銘石燈籠 南砺市 S49.7.1

34 県指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

紙本墨書近衛信尋筆懐紙 高岡市 S44.10.2

35 県指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

城端別院善徳寺文書 南砺市 S58.6.27

36 県指定 有形文化財
書跡・典籍
・古文書

木造篠川村市場制札 高岡市 S40.10.1

37 県指定 有形文化財 歴史資料 前田家寄進の宝物 高岡市 S40.1.1

38 県指定 有形文化財 歴史資料 勝興寺宝物 高岡市 S50.9.9

39 県指定 有形文化財 歴史資料 清都家測量器具等関係資料 高岡市 H1.6.15

40 県指定 有形文化財 歴史資料 善徳寺宝物 南砺市
S54.1.23
S55.9.10

41 県指定 有形民俗 有形民俗 善徳寺宝物 南砺市 S55.9.12

42 県指定 無形民俗 無形民俗 二上射水神社の築山行事 高岡市 S57.1.18

43 県指定 無形民俗 無形民俗 出町子供歌舞伎曵山 砺波市 H6.2.24

44 県指定 無形民俗 無形民俗 福野夜高祭 南砺市 H16.7.16

種別
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 瑞龍寺 

曹洞宗の大寺院瑞龍寺は加賀藩の名匠山上善右衛

門を棟梁とした、江戸時代初期の仏殿建築であり、

加賀藩二代藩主・前田利長の菩提寺である｡仏殿、

法堂、山門の 3 棟が平成 9 年、富山県初の国宝に
指定されており、総門、烏蒭沙摩明王堂、大茶堂、

高廊下、回廊 3、附けたりとして、棟札 8枚、銘札
3枚、指図 2点は重要文化財に指定されている。

勝興寺 
戦国時代、越中一向一揆の拠点となった中世城郭寺

院の威勢を今に示す風格を誇ります。本堂は、寛政

7年（1795）に西本願寺本堂を模して建設されたも

の で約４０m四方の巨大な建造物です。平成 16 年

末に第 1期改修工事が完工し、平成 18 年度から書

院等を対象に第 2期工事が始まった。 勝興寺に伝

わる七不思議①実ならずの銀杏②天から降った石

③水の涸れない池④屋根を支える猿⑤魔除の柱⑥

雲龍の硯⑦三葉の松が有名です。 

 
 
 
 
 

高岡御車山 
前田利長が高岡城を築くにあたり、京都祇園の山鉾を

まねて作らせたのが始まりと言われている。7基の御
車山は金工・漆工・彫刻・織工等の工芸品としても価

値が高く、毎年 5月 1日に行われる御車山祭りは全国
で5件指定されている重要有形無形民俗文化財の1つ
である。 

 
写真提供：高岡市

 
 
 
 
 
 
 
 
 高岡城址 

前田利長が築いた高岡城の跡にある高岡古城公園

は、敷地面積の 3 割を壕が占める全国でも珍しい
水郷公園である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 子供歌舞伎 

曳山の上で演じられる子供歌舞伎は 200 年もの長
い伝統を誇る。役者は 5歳から 13歳までの子供た
ちで、歌舞伎の化粧をほどこし、華やかな時代衣装

を身につけ、大人顔負けの熱演をくりひろげる。「ト

メヤマ」と呼ばれるクライマックスには、最高の盛

り上がりを見せる。 

 縄ヶ池ミズバショウ群生地 
約五万株のミズバショウが咲き誇る

の群生地としては西南限となり、標高

での群生は学術的にも貴重であると

 
 

 25
写真提供：高岡市

。ミズバショウ

1,000m以下
言われている。



２－４ 小矢部川流域の歴史・文化・観光施設等 
(1) 歴史・史跡 

 

桜町遺跡 
約 12,000年前の縄文時代草創期から約 2,300年前
の縄文時代晩期まで、縄文時代全期間にわたる遺

跡。弥生時代からと考えられていた高床式建物が、

定説より 2,000 年も古い縄文時代にあったことを
証明する学術的に貴重な存在である。当時の食材や

朱塗りの椀なども発掘されている。 

発掘された椀

 
 
 
 
 
 
 

大伴家持の像 
奈良時代、越中の国の国守としてこの地に赴任した

大伴家持は越中の自然や人々を題材に数々の歌を

詠んだ。それらの歌は今も万葉集に数多く残されて

いる。 

 
 
 
 
 写

倶利伽羅源平古戦場 
約 800 年前、木曽義仲は倶利伽羅で平家の総大将
平維盛と対戦した際、角に松明を付けられ猛り狂う

500頭の牛を平家軍に放つ、いわゆる『火牛の計』
により勝利をおさめた。現在古戦場の近隣は県定公

園に指定されており、桜や紅葉を楽しめる観光スポ

ットとなっている。 
写

 

 

 

 

 

 

 

 
如意の渡し 
河口左岸の伏木と右岸六渡寺を結ぶ渡船場。地元民

の足や観光用として利用されている。室町時代の

『義経記』に、源義経が奥州に落ちのびる際、弁慶

が渡守の嫌疑を晴らすために機転を働かせ、扇で義

経を打ちすえて切り抜け無事に乗船できた、という

一説がある。 

 

 

 

 

 (2) 文化 

 

メルヘン建築 
世界各地の有名建築物をモチーフにした 35の公共
施設が造られており、文化的な地域づくりに貢献し

ている。 
写真提供：小矢部市

井波彫刻総合会館 
井波の特産である欄間・獅子

抽象オブジェまで数百点に及

展示されている。また、建物自

した天井木組みやエンタシス

た造りとなっている。 
写真提供
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真提供：小矢部市
真提供：小矢部市

頭・天神様をはじめ、

ぶ井波彫刻の作品が

体も寺院建築を意識

の柱などを取り入れ
：井波彫刻協同組合



 (3) 観光・イベント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 高岡七夕まつり 

江戸時代より続く伝統的な祭り。かつては短冊を結

んだ竹を 8 月 7 日に千保川に流していたが、現在
は駅前から千保川までパレードを行っている。 

ねつおくり七夕まつり 
土用に入ってからの三日間、福光にて開催される。

いもち病等から稲を守るために祈りを捧げる祭り

で、「ねつおくり」とは熱を払うという意味である。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夜高あんどん祭り 
五穀豊穣を願って毎年 6 月第一金曜・土曜に小矢
部市津沢で催される。各町内で様々な行灯が作ら

れ、クライマックスに大行灯をぶつけ合う喧嘩夜高

行灯引き回しが見物となっている。 

 花菖蒲まつり 
毎年 6月に開催される。212品種 12万株の花菖蒲
が咲き競い、期間中は会場である小矢部川河川公園

が紫と白に染まる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 城端むぎや祭 

五箇山の代表的な民謡「むぎや節」が、1951年（昭
和 26年）から城端で歌い踊られるようになり、今
に至っている。歌には平家の落人伝説がおりこま

れ、もの哀しい響きを帯びている。 
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図 2-2 小矢部川流域の記念物・文化財・史跡等 
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２－５ 小矢部川流域の湧水 
小矢部川流域には「名水」とよばれる湧き水が数多くある。かつては、これらの湧き水や川

の水、井戸水などが人々の生活用水として役立ち、大切にされてきた。これらの名水は様々な

言い伝えとともに受け継がれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

影無し井戸（高岡市） 
240年程前、親孝行な六兵衛が掘ったと言われてい
る。「影無し坂」にある為、この名前が付いた。

槍の先の水（南砺市福光） 
戦国時代、医王山に籠城していた富山城主・佐々成

政が水源を探して槍で崖を突き刺した所から湧き

出し、そこから名付けられたと伝えられている。水

量が多く、現在は地域の水道水として使われてい

る。 

トチノキの水

妃の清水（南砺市福野） 気多神社の清泉（高岡市） 
万葉の時代より人々の尊敬を集めていた気多神社

に湧いている。神社で行われる行事の際にも使用さ

れている。 

今から 1,300年ほど前(718年)にインドの善無畏三
蔵が安居寺の御本尊を携えてやってきた時、この水

を飲んで渇きを癒したと言われている。 
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岩割の命水（南砺市城端） 
山で仕事をする人々の休憩の際、また近隣住民の生

活用水として利用されてきた。縄ヶ池に向かう林道

沿いにあるため、観光客もよく利用する。 

不動滝の霊水（南砺市井波） 
150 年程前(1830～1843 年)、大干ばつから村人を
救ったと言われている。八乙女山の山中にある。

鳩清水（小矢部市） 
800 年程前(1183 年)、源平の合戦に向かう途中、
水不足に困っていた木曽義仲を白い鳩が滝まで導

いたという言い伝えから名付けられた。この水は滝

から 3kmほど離れた埴生護国八幡宮の境内に引か
れている。 

大清水（小矢部市） 
渋江川の近く(臼谷)に湧き出している名水。きれい
な水でしか育たない、小矢部市天然記念物のアシツ

キが生えている。 

 

図 2-3 小矢部川流域の名水位置図 
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２－６ 自然公園等の指定状況 
小矢部川流域の広域的な緑地資源としては、上流の富山・石川県境部の医王山県立自然公園、

支川大井川上流桜ヶ池付近の桜ヶ池県定公園、支川旅
たび

川
かわ

上流の八乙女山・閑乗寺県定公園、中

流部富山・石川県境部の倶利伽羅県定公園、宮島峡一帯を中心とする稲葉山・宮島峡県定公園

がある。河口部には二上山を含む地域が能登半島国定公園に指定されている。 
また、昭和 40 年県指定天然記念物のミズバショウが群生する縄ヶ池周辺は、縄ヶ池・若杉
自然環境保全地域となっている。 
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出典：富山県自然公園等配置図

図 2-4 小矢部川流域の自然公園等の指定状況 
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